
掲載数 14

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 横須賀市 中３ 社会
「脳死は人の死
か」臓器移植法
の改正

　日本の臓器移植と2009年の法改正による改正移植法のポイントを説明し、社会科担当
の自身の経験を通し、生徒一人一人に、脳死になったとき、自分の臓器の提供をする
か？しないか？また、家族の臓器の提供をするか？しないか？を自分の意見を考えさ
せ、他者の考えと自分の考えを対比させながら様々な考え方を認め合いながら、命のこ
とを考えさせることを通して生きることの意義を深めた。

臓器提供意思カード見
本　表面と裏面を提示

2 湘南・三浦 中２ 社会

社会科地理分野
「日本のさまざ
まな自然災害」
「自然災害に対
する備え」

　日本で発生する様々な自然災害について学んだ後に、実際にその自然災害が発生した
場合のいのちを守る行動について考えた。また、「災害状況を想像する力を身につけ
る」ことをテーマにし、災害発生から数日後までの時系列を考えた。時系列を考える際
には、「こんな時に災害が起こったら嫌だ」といったタイミングを考えることや、その
後の様子を天気、季節などの様々な条件を意識して記入した。そのことにより、災害発
生時に自分がとるべき「いのちを守る行動」としてどのようなことが適切であるかを考
えることが出来た。

防災教育教材
「災害状況を想像する
力を身につけよう」

3 湘南・三浦 中１ 社会 アフリカ州

　世界の諸地域の学習の中でアフリカ州を学習した。その中で、アフリカ州が抱える現
状や課題を学習した。貧困や食料、医療の問題など多くの課題を抱えるアフリカ州を学
習する中で、自分の生活との違いや今から自分自身ができることは何かについて考え
た。

ワークシート

4 湘南・三浦 中３ 社会

沖縄戦
～ひめゆり学徒
隊の手記を読ん
で～

沖縄戦で陸軍病院の看護師として動員されたひめゆり学徒隊が当時どのような想いで
活動していたかということを学んだ。生徒は、『ひめゆりの塔をめぐる人々の手記』を
読み、グループ活動を通じて、「なぜ、女学生が戦場に行くことになったのか」という
テーマに対して、意見を交わした。生徒は、同世代の学生が戦争に参加するといった当
時の状況を振り返りながら、平和や命の尊さについて考えを深めた。

資料：『ひめゆりの塔
をめぐる人々の手記』

5 湘南・三浦 中３ 社会 貧困問題

ユニセフのデータをみながら、世界の貧困問題について考えた。世界では７人に一人
が飢餓に苦しんでいるという事実など、生徒が初めて知る貧困の実態を学んだ。また、
日本の食品廃棄物の多さに着目し、アフリカの人々が貧困に苦しむ一方で、日本では、
大量消費社会により、食品ロスが大量に発生していることにも触れた。自分たちの生活
を世界の貧困と関連付けて、飢餓により命がなくなるアフリカの現状について、考えを
深めた。

資料：SDGｓ　CLUB
『貧困をゼロに』
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6 湘南・三浦 中３ 社会 新しい人権
　「インフォームドコンセント」をキーワードに自分で判断することについて考える。
また、教科書の中にも「尊厳死」、「安楽死」などの言葉も提示されており、３年国語
の教科書「高瀬舟」にも触れながら、いのちについて考えた。

7 湘南・三浦 中２ 社会
自然災害と防
災・減災への取
り組み

　自然災害のニュースを視聴したり、資料を読み取ったりすることで、日本は自然災害
が多い国であるということを学んだ。その後、茅ヶ崎市のハザードマップを読み取り、
どのような行動が自分の命を守ることに繋がるのか、また、中学生として地域の防災活
動にどのように参画できるかを学んだ。

教科書・資料集
自然災害に関する
ニュース映像

8 湘南・三浦 中２ 社会
自然災害
防災・減災

　日本における様々な自然災害について、過去に実際に起こった事例を通して学習し
た。また、災害を通して奪われてしまった命、奪われそうになった命のことを知り、防
災や減災というものの意味について考えた。中学生という年齢や、心身の成長状況から
「共助」の力に自分自身がなり得ることを学んだ。最後に、各自自分自身が災害と命の
関わりについて考えていること、日頃の備えや約束事などについての簡易レポートを提
出した。

（参考資料）
寒川町防災マップ
寒川町内水ハザードマッ
プ
寒川町洪水ハザードマッ
プ

9 県央 中３ 社会
人権保障と
法の支配

　導入で、ピューリツァー賞を受賞した「ハゲワシと少女」の写真を見せ、気づいたこ
とを文章で表現した。写真が撮られた背景を説明せずに見せたため、生徒は写真の状況
に驚いた様子であった。
　その後、世界における人権の歴史について話し、「世界人権宣言」や「児童の権利に
関する条約」が採択されるまでの背景を伝えた後、飢餓・紛争といった状態が続いてい
ることについて様々な意見を交わした。

「ハゲワシと少女」の
写真
「中学生の公民」
（帝国書院）

10 県央 中３ 社会
自己決定権
「臓器提供意思
表示カード」

　新しい人権の一つである自己決定権の学習を通して、その時点での臓器提供意思につ
いて考えた。その後、自分自身の意思を基に、級友と意見交換をした。その意見交換を
通して、自分自身の考えをさらに深めることができた生徒が多かった。また、級友と話
し合う前と話し合ったあととで自らの意思が変わった生徒も数人いた。

「臓器提供意思表示
カード」

11 県央 中１ 社会
アフリカ州の歴
史

　長く続いた奴隷の歴史に触れた際、その名残として残った南アフリカ共和国のアパル
トヘイト政策を取り上げ、黒人の差別の歴史に触れた。
居住地・施設利用・娯楽等、多くの面で差別されていたことから、当時の黒人の命と白
人の命、どちらの価値のほうが高く見られていたのか。現在はどのような政策がとら
れ、どのような改善が見られたのかを考えた。

学年職員による社会の
授業による

12 県央 中１ 社会
「アフリカが抱
える課題とその
取り組み」

　アフリカ州は、他の地域と比較して貧しい国々が多く、約７億3600万人が１日1.9ドル
以下で生活をしていると言われている（2019年時点）。貧困は多くの課題を招き、その
一つに食料不足がある。十分な食料が得られずに栄養不足となり、免疫力が弱まってマ
ラリアやエイズなどの感染症にかかりやすくなっている。その結果若いうちに命を落と
してしまうこともある。こういった状況を救おうと非政府組織（NGO）が、様々な活動を
している。

地理的分野教科書
ピューリッツァーシ賞
を受賞した写真など



13 中 中２ 社会 防災教育

　授業内で、地震や降水から引き起こされる被害についての学習を行い、命を守るため
の「自助」「共助」「公助」について考えを深めた。また、今年は東日本大震災から10
年という節目の年でもあるため、「この震災での教訓を次世代に受け継ぐためにはどう
したら良いか」という視点でも生徒たちに考えてもらった。

社会科教員が担当
ワークシート使用

14 県西 中３ 社会
公民・憲法・新し
い人権

　憲法は、人権を守るために作られた。人権とは自分らしく幸せに生きていく権利である。その中
でも社会の変化とともに新しい人権が必要とされている。自己決定権、ドナーカード、出生前診
断、尊厳死、安楽死、クローンなど、技術発展による、いのちへの可能性が広がっていった一方
で、その技術発展の中でいのちの考え方が軽視されないように注意しなければいけないと考える。
単元を通して、人権について学ぶ中で、技術の進歩だけではなく、少子高齢化、情報化、グローバ
ル化とどんどん変化していくの中で変化が必要なものと、慎重に向き合い考えなければいけないい
のちへの重みに悩みながら生徒たちは自分の考えをもっていた。

・東京書籍
『新しい公民』
・東京法令出版
『ビジュアル公民』


